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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　硬質表面から脂肪性の汚れを除去する方法であって、
　（ａ）洗浄用界面活性剤および抗酸化剤を含む組成物を用いて表面を処理するステップ
、
　（ｂ）汚れを堆積させるステップ、および
　（ｃ）表面を洗浄して前記汚れを除去するステップ、
を順に含む方法。
　　【請求項２】　抗酸化剤を前記表面に液体希釈形態で施用する、請求項１に記載の方
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法。
　　【請求項３】　組成物が０．１～１０％の抗酸化剤を含む、請求項１または２に記載
の方法。
　　【請求項４】　抗酸化剤が天然の抗酸化剤である、請求項１～３に記載の方法。
　　【請求項５】　抗酸化剤が、以下の基礎構造：
　　【化１】

の１つ、または上記式中、一方もしくは両方のＯＨ（好ましくは一方のみ）のＨが有機基
によって置換されているその誘導体を含む、請求項１～４に記載の方法。
　　【請求項６】　抗酸化剤がアスコルビン酸、およびその塩、およびアスコルビル誘導
体を含む、請求項５に記載の方法。
　　【請求項７】　基礎構造が１，２－または１，４－ジヒドロキシベンゼンユニット、
またはそれらの誘導体である、請求項５に記載の方法。
　　【請求項８】　抗酸化剤が、コーヒー酸、フェルラ酸、ロスマリン酸、およびバニリ
ン酸、並びにそれらのエステル、アミドおよび塩、セサモールおよびその誘導体、トコフ
ェロールおよびトコトリエノールから選択される、請求項７に記載の方法。
　　【請求項９】　基礎構造が３，４，５－トリヒドロキシベンゾイルユニット、または
置換されたその誘導体である、請求項７に記載の方法。
　　【請求項１０】　抗酸化剤が、没食子酸およびそのアミドおよびエステルおよび塩、
タンニン酸およびそのエステルおよび塩、タンニン、エピガロカテキンガレートおよびテ
アフラビンジガレートから選択される、請求項９に記載の方法。
　　【請求項１１】　抗酸化剤を含む前記組成物が、該組成物を含浸させた拭き物により
施用される、請求項１～１０に記載の方法。
　　【請求項１２】　洗剤用界面活性剤をも含む組成物中の抗酸化剤の使用であって、該
組成物が施用されている硬質表面からの脂肪性の汚れの除去を容易にするための、前記使
用。
　　【請求項１３】　抗酸化剤を前記表面に液体希釈形態で施用する、請求項１２に記載
の使用。
　　【請求項１４】　組成物が０．１～１０％の抗酸化剤を含む、請求項１２または１３
に記載の使用。
　　【請求項１５】　抗酸化剤が天然の抗酸化剤である、請求項１２～１４に記載の使用
。
　　【請求項１６】　抗酸化剤が、以下の基礎構造：
　　【化２】

の１つ、または上記式中、一方もしくは両方のＯＨ（好ましくは１方のみ）のＨが有機基
によって置換されているその誘導体を含む、請求項１２～１５に記載の使用。
　　【請求項１７】　抗酸化剤がアスコルビン酸、およびその塩、およびアスコルビル誘
導体を含む、請求項１６に記載の使用。
　　【請求項１８】　基礎構造が１，２－または１，４－ジヒドロキシベンゼンユニット
、またはそれらの誘導体である、請求項１６に記載の使用。
　　【請求項１９】　抗酸化剤が、コーヒー酸、フェルラ酸、ロスマリン酸、およびバニ
リン酸、並びにそれらのアミドおよびエステルおよび塩、セサモールおよびその誘導体、
トコフェロールおよびトコトリエノールから選択される、請求項１８に記載の使用。
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　　【請求項２０】　基礎構造が３，４，５－トリヒドロキシベンゾイルユニット、また
は置換されたその誘導体である、請求項１８に記載の使用。
　　【請求項２１】　抗酸化剤が、没食子酸およびそのアミドおよびエステルおよび塩、
タンニン酸およびそのエステルおよび塩、タンニン、エピガロカテキンガレートおよびテ
アフラビンジガレートから選択される、請求項２０に記載の使用。
　　【請求項２２】　抗酸化剤を含む前記組成物が、該組成物を含浸させた拭き物により
施用される、請求項１２～２１に記載の使用。
　　【請求項２３】　抗酸化剤および洗浄用界面活性剤を含む製品の製造における抗酸化
剤の使用であって、前記製品は硬質表面を処理して、後に該硬質表面上に堆積する脂肪性
の汚れをより容易に除去可能にするためのものである、前記使用。
　　【請求項２４】　製品が液体である、請求項２３に記載の抗酸化剤の使用。
　　【請求項２５】　製品が拭き物である、請求項２３に記載の抗酸化剤の使用。
　　【請求項２６】　抗酸化剤が天然の抗酸化剤である、請求項２３～２５に記載の抗酸
化剤の使用。
　　【請求項２７】　抗酸化剤が、以下の基礎構造：
　　【化３】

の１つ、または上記式中、一方もしくは両方のＯＨ（好ましくは１方のみ）のＨが有機基
によって置換されているその誘導体を含む、請求項２３～２６に記載の抗酸化剤の使用。
　　【請求項２８】　抗酸化剤が、アスコルビン酸、およびその塩、およびアスコルビル
誘導体、コーヒー酸、フェルラ酸、ロスマリン酸、およびバニリン酸、並びにそれらのア
ミドおよびエステルおよび塩、セサモールおよびその誘導体、トコフェロールおよびトコ
トリエノール、没食子酸およびそのアミドおよびエステルおよび塩、タンニン酸およびそ
のエステルおよび塩、タンニン、エピガロカテキンガレートおよびテアフラビンジガレー
トから選択される、請求項２７に記載の抗酸化剤の使用。
　　【請求項２９】　０．０５～４５重量％の量の洗剤用界面活性剤を含み、１２未満の
ｐＨを有し、２１ｓ－１のせん断速度で少なくとも１００ｍＰａＳの粘度を有している液
体組成物であって、ここで前記組成物は０．１～５重量％の天然の抗酸化剤を含み、前記
抗酸化剤は、１．２－または１．４ジヒドロキシベンゼンの基礎構造を有している、前記
組成物。
　　【請求項３０】　天然の抗酸化剤が０．１～１．５％の量で存在する、請求項２９に
記載の組成物。
　　【請求項３１】　増粘剤をも含む、請求項２９および３０に記載の組成物。
　　【請求項３２】　増粘剤がキサンタンガムである、請求項３１に記載の組成物。
　　【請求項３３】　粘度が少なくとも部分的には、前記組成物中の１種以上の界面活性
剤、および場合によって電解質に起因する、請求項２９～３２に記載の組成物。
　　【請求項３４】　天然の抗酸化剤が、コーヒー酸、フェルラ酸、ロスマリン酸、およ
びバニリン酸、並びにそれらのアミドおよびエステルおよび塩、セサモールおよびその誘
導体、トコフェロールおよびトコトリエノール、没食子酸およびそのアミドおよびエステ
ルおよび塩、タンニン酸およびそのエステルおよび塩、タンニン、エピガロカテキンガレ
ートおよびテアフラビンジガレートから選択される、請求項２９～３３に記載の組成物。
　　【請求項３５】　０．０５～５％の金属イオン封鎖剤をさらに含む、請求項２９～３
４に記載の組成物。
　　【請求項３６】　封鎖剤がクエン酸またはフォスフェートである、請求項３５に記載
の組成物。
　　【請求項３７】　請求項２９～３６のいずれかに記載の液体組成物を含む、拭き物。
　　【請求項３８】　液体用のディスペンサーであって、請求項２９～３６のいずれかに
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記載の液体組成物を含む貯蔵器と、前記液体をスプレー形態で分配するスプレー手段とを
備える、前記ディスペンサー。
　　【請求項３９】　スプレー手段が引き金式スプレーである、請求項３８に記載のディ
スペンサー。
　　【請求項４０】　液体が金属イオン封鎖剤を含む、請求項３８または３９に記載のデ
ィスペンサー。
　　【請求項４１】　組成物が０．１重量％未満の洗剤用界面活性剤を含む、請求項３８
～４０に記載のディスペンサー。
　　【請求項４２】　機械による食器洗浄作業で使用するための組成物であって、少なく
とも０．１％の下記に示す基礎構造の１つ：
　　【化４】

または、上記式中、一方もしくは両方のＯＨ（好ましくは一方のみ）のＨが有機基によっ
て置換されているその誘導体を含む抗酸化剤を含む、前記組成物。
　　【請求項４３】　リンス助剤である、請求項４２に記載の組成物。
　　【請求項４４】　クエン酸および／または湿潤用界面活性剤を含む、請求項４３に記
載のリンス助剤。
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